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水稲安定多収のための窒素供給に関する研究
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1　は　じ　め　に

岩手県南平坦地帯のササニシキは，初期生育が旺盛とな

りやすいが，有効茎確保後の生育が過剰となりやすく，必

ずしも収量向上に結びつかない面があった。この要因の一

つとして，ササニシキ栽培地域の主要土壌である沖積土の

培養態窒素の発現が，初期は大きい反面，後期低下傾向を

示すことを第1報で報告した。本報では，前報に基づき，

蓑1試験内容と耕種概要

中後期の栄養を確保するため，稚苗・丸型樹脂ポット苗の

苗質及び耕深別の中後期追肥の効果について検討し，一応

の成果が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

（り　供試品種：ササニシキ（稚苗・丸型樹肥ポット苗）

（2）土壌条件：褐色低地土，江刺続（県南分場圃場）

（3）試験内容及び耕種概要：表1に示した。

試験 内容
苗　　 質 追 肥 時 期 ・量　 （N ゆ／〃） 耕 起 法 ・深

（戊 ）稚　 苗 ポッ ト苗 － 45　　　 － 25　　　 － 15　　　 ＋　5　　　 ＋ 15

中期追肥
○ 0．1　　　　　　　　　　 0．2 （備考 ）

○ 0．1．　　　 0．15 基肥量　 0．4 ゆ／〟

後期追肥

○

○

0．2　　　　 0．2

○ 　　 0．2　　　　 0．2

0．15　　　　 0．2

（〕 0．15　　　　　　　　　　　　　　　　 0．2

深　　 耕
○ 0．2 ロータリー耕 10

○ 0．2 プ　 ラ　 ウ　 耕 18

3　試　験　結　果

（l）ポット苗の中期追肥の効果

ポット苗は，稚苗に較べて初期生育量が大きいため，中

期の葉色低下が著しく，初期生育量の割に高収量を得られ

ない等の問題があった。匪11にポット苗の追肥前の生育量

と栄養条件を示した。6月12日の調査では，ポット苗が稚

苗に較ペて草丈，乾物，栄養条件とも勝った。しかし，6

月20日では窒素濃度が急に落ちた。この原因について検討

した結果，61年は，6月の高温多軌こよって，生育量の増

加が大きく，このため著しい葉色の低下があったものと考

えた。この葉色の低下時期（－45日）に窒素1匂／10‘I追

肥した結果を表2に示した。この結果，つなぎ肥によって，

倒伏の影響もなく，ボ当たり籾数の増加と相まって収量増

となった。
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区＝　ポット苗，追肥前の生育

（2）稚苗・ポット宙の後期追肥の効果

ササニシキの中後期生育の健全化をはかり，収量を向上

させるため，稚苗・ポット苗の後期追肥について検討した。

この結果を表3，表4に示した。後期追肥は，稔揃期追肥

ー83－



東北農業研究　第　40　号（1987）

衷2　ポ・ソト苗の中期追肥効果（収量及び収量構
成要素

追 肥 時 期
精 玄
米 垂 同 左 比 倒 伏 度 ガ 穂 数 正 樹 数

（拉 ）
登 熟
歩 合

（出 穂 前 ・日 ）（匂／〃） 9 ／2 9 （本 ） （×1 0 2） （％ ）

－ 1 5 5 4．4 （10 0 ） 0 3 96 3 1．9 7 9．2

－ 4 5 ， － 1 5 5 9，5 1 0 9 0 4 6 5 3 7．4 78．4

－ 2 5 6 0．6 （10 0 ） 0 48 6 37．7 7 6．0

－ 4 5 ． － 25 6 2．7 10 3 1 48 3 3 8．4 7 8．9

義3　種苗後期追肥

追 肥 時 期 精 玄
米 重 同 左比

正 樹敦
（粒 ）

豊 熟
歩 合

千 粒重

（出穂 前 ・日 ） （匂／〟） （×10 2） （％） （タ）

持 上 1； 56．2 （100 ） 33．3 77．9 21．1

58．0 10 3 ．32．4 86．6 21．4

56．2 10 0 3 4．4 75．1 21．3

1 － 15 6 1．6 （100 ） 36．6 81．1 20．8

2 － 15 ． ＋　 5 65．5 10 6 3 7．1 86．2 20．6

61 3 － 15 ． ＋ 15 6 5．3 10 6 3 8．1 83．1 20．4

年　 4 －25 6 4．7 （100） 40．3 80．0 20．1

5 －25 ， ＋　 5 66．3 10 2 4 0．9 81．3 20．4

6 －25 ， ＋ 15 6 5．2 10 1 40．0 81．8 20．2

表4　ポット苗後期追肥（61年）

追 肥 時 期
精 玄

米 重 同 左 比

膚 籾 数

（粒 ）

登 熟

歩 合
千 拉 垂

（出 穂 前 ・日 ） （り／〃 ） （×10 2） （％ ） （ダ ）

1 － 1 5 5 4 ．4 （10 0 ） 3 1 ．9 7 9 ．2 2 1 ．0

2　 － 1 5 ， ＋　 5 6 1 ．8 （1 1 4 ） 3 3 ．9 8 6 ．4 2 1 ．1

3　 － 1 5 ， ＋ 15 5 9 ．4 （10 0 ） 3 3 ．2 8 6 ．5 2 1 ．1

4　 － 25 6 0 ．6 （10 0 ） 3 7 ．7 76 ．0 2 0 ．9

5　 － 2 5 ， ＋　 5 6 3 ．0 （1 04 ） 3 9 ．0 7 7．1 2 1 ．1

6　 － 25 ， ＋ 1 5 6 1 ．6 （1 0 2 ） 3 8 ，1 7 9 ．0 2 0 ．4

（＋5日）．乳熟期追肥（＋15日）で窒素2匂／10〃施用

した。60年の稚苗の結果では，＋5日の追肥の効果による

豊熟歩合と千拉垂の増加により増収しているが，＋15日追

肥の効果はみられなかった。61年は，＋5日，＋15日とも

収量増となったが，60年の結果と同様に＋15日追肥より＋

5日追肥の増収効果が大きく，その傾向は，ポット苗で願

書であった。この後期追肥の収量増加は，豊熟歩合の向上

によるものであった。また，後期追肥は，減分期追肥で得

られたポ当たり枚数3万8千校前後での増収効果が高く，

幼形期追肥で得られた4万拉前後では，豊熟歩合が前者よ

り向上せ式増収割合が低くなった。このことから，後期追

肥は増収効果が認められるが，その割合は最大で15％程度

であり，穂揃期等の比較的早い時期で，過剰軌こならない

稲で効果が高いことが明らかとなった。

（8）深耕

耕土深を確保することにより，根圏の拡大と中後期栄養

を確保する目的で秋に深耕を行った。深耕した圃場は．麦

あと復元2年目であり，作土・下層土ともまだ肥沃化した

土壌条件と考えられた。また，本試験では，深耕による初

中期の生育停滞も考えられたので，完熟堆肥l t／10〃施

用の有無についても併せて検討した。生育経過として，茎

数の推移を図2に示した。この結果．堆肥の有軌こ関係な

叫2　卸　7う　15　　祖　成熟

国2　深耕と普通排の茎数の推移

く，深耕が普通排より初期から茎数が多く推移した。これ

は，土壌の肥沃度が高い土壌条件でかつ，秋耕による乾土

効果と相まって初期から中期の窒素発現量が多くなったこ

とに起因するものと思われた。したがって，一般的な深耕

による初期生育の抑制とは逆に，初中期旺盛な生育相を示

し．後半の土壌窒素の発現が持続されず，結果的に穂数は，

深耕・普通耕とも同等になった。表5に収量結果を示した

表5　深耕（稚苗）

厩　 肥
耕 深 精 玄

米 重
同 左 比 扉 籾 数

（拉 ）
豊 熟
歩 合

千 拉 重 倒 伏 度

（のり （匂／〃） （×10 2） （％ ） （g ） 9 ／2 9

1 あ り 10 5 8 ．9 （10 0 ） 3 2 ．6 8 7 ．5 2 0 ．2 0 ．5

2　 あ り 18 5 8 ．6 9 9 3 4 ．3 8 4 ．5 2 0 ．0 2 ．2

3　 な し 10 6 1 ．8 （10 0 ） 3 5 ．6 8 4 ．0 1 9．9 0 ．5

4　 な し 18 5 6 ．2 9 1 3 4 ．1 8 3．4 1 9 ．6 2 ．6

が，このような土壌条件下では．厩肥の施用によってはほ

ぼ普通耕並の収量となった。本試験結果は．既知見にある

多肥による深耕の多収例と同知見と考えられた。以上のこ

とから，肥沃度の高い土壌条件での深耕は．中後期栄養の

確保にはつながらず，初中期の生育量にみあった追肥等の

対応が重要と思われた。

4　　ま　　と　　め

（1）ポット苗は稚苗に較べて初期生育量が大きいため，

つなぎ肥による中期栄養の維持が増収効果をもたらした。

t2）穂揃札乳熟期追肥は．苗質に関係なく増収は認め

られるが，稔前期追肥の増収効果が高い。

（3）復元田などの肥沃度の高い土壌条件の深耕は，初中

期の生育が旺盛となるため，後半の地力発現が維持されず．

後期栄養の確保が得られない。
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